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研究成果の概要（和文）：人の心理量を容易に計測することは難しい．とりわけ病気入院で身体的にも環境的にも大き
く異なった状況にある子どもは，自身の心理を表現すること自体が難しいため，看護師の主観的評価に頼らざるを得な
い現状がある．入院患児の心理を容易に，しかも定量的に評価することができれば，子どもの心に則した効果的な処置
・治療が可能となるはずである．そこで我々は，物理要素である重さ，面積，容積，長さの観点から患児の心を評価で
きるツールを開発した．

研究成果の概要（英文）：It is difficult to measure human psychological quantities easily. In particular, 
children in hospitals cannot express their own mind well because they are subject to highly unfamiliar 
conditions physically and environmentally. Therefore, nurses are forced to make a subjective assessment 
of children’s minds. If the minds of hospitalized children can be evaluated more quantitatively and 
easily, they can receive more effective medical treatments and care regarding their state of minds. 
Therefore, we developed tools by which someone can evaluate children’s minds in terms of the “weight”, 
the “area”, the “volume” and the “length” as physical elements.

研究分野： 感性デザイン
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１．研究開始当初の背景	 
入院患児の心理に配慮した援助方法などに
ついて多くの研究がなされている．その一つ
に 2000 年以降急速に広まっているプレパレ
ーションがある．これは患児に対して処置治
療内容を説明することで，患児の心理的準備
を促すことである．しかし，患児の心理的状
態を把握する方法は，アンケート，観察法が
ほとんどであり，客観的に評価するツールは
見当たらない．	 
既存の子どもの心理量を知る方法として描
画法があるが，専門的な知識とトレーニング
が必要であることと患児に絵を描かせなけ
ればならないという負担があり，容易に実施
することはできない．フェイススケールや聞
き取り調査も考えられるが，大人でさえ自分
の心理を正確に伝えることが難しいことを
考えれば，小さな子どもでは無理がある．	 
入院患児に負担無く遊び感覚で行うことで
心理変化量を定量的に評価する方法があれ
ば，看護師の経験などに頼らない評価が可能
となる．また，救命救急センターにおける外
傷後の鎮痛薬の使用頻度との関係も明らか
にすることができる．	 
	 
２．研究の目的	 
小児科病棟において処置治療を行うには，患
児の心理状態を考慮することがその後の処
置に対する姿勢や経過に大きな影響を与え
ると言われている．しかし，時間的制約から
ほとんど考慮できないか，考慮されても看護
師など医療関係者の主観的判断にゆだねら
れているのが現状である．そこで，医療関係
者が容易に患児の心理変化を定量的に捉え
て，適確なタイミングでプレパレーションや
処置治療が可能になれば，医療の質を向上で
きると考えた．	 
本研究の目的は，患児の「つらい」，「だるい
（倦怠感）」，「悲しい」，「さみしい」などの
心理量を，どの物理量に置きかえることがで
きるかを明らかにすることを目的とした．そ
して，その要素を組み込んだ心理変化量評価
ツールを開発することとした．	 
	 
３．研究の方法	 
心理変化量を物理変化量に置きかえるとき
にツールを構成する要素（体積変化量，カタ
チ，素材感，色など）によって精度は大きく
変化することが予想される．そこで心理変化
量を評価するに最も適した物理構成要素を
明らかにするために，複数のプロトタイプを
制作し，以下の心理変化量に焦点を当てて検
証した．①短期入院患児（急性期疾患患児）
を対象とした「不安感」など．②小児がん患
児を対象とした「だるさ（倦怠感）」など．
③救命センターにおける外傷後の「痛み（疼
痛感）」．得られた各データから有効性の検証
を行い，ツールとしての精度を上げ心理変化
評価ツールとして完成させた．	 
	 

４．研究成果	 
本研究は，入院患児の負のイメージ心理量を
定量的に評価できるツールの開発が最終到
達点と位置づけて，研究を進めた．	 
先ず，心理量を，重さ，面積，容積，長さ，
の各物理量に置き換えて評価できるプロト
タイプのツールを制作し，入院患児，保育園
児等を対象に検証を行なった．各ツールが，
子どもの心理量を物理量に置き換えて評価
できることをマグニチュード推定法を用い
て明らかにした．	 	 
入院患児を対象とした実験では，外泊後の落
ち込み，身体拭きの嬉しさ，排尿時の痛みに
対する恐怖感，抜管への不安感などを的確に
捉えることができた．また，保育園児を対象
とした実験では，喧嘩後の憂鬱感，トイレの
我慢，プール嫌いを隠す強がりなど，保育士
が気づかない心理まで，的確に捉えることが
できた．	 
面積を用いたカード型ツールでは，線画で描
いた円の大きさを段階的に変えたツールと
正方形の大きさを段階的に変えたツールと，
線画を穴に変えたツールを比較したところ，
圧倒的に穴の空いたツールを使用した方が，
心理量を捉えやすいことを明らかにした．	 
子どもの心理を正確に捉えるためには，子ど
もに評価されているというイメージを持た
せないことが重要であるため，積み木，木工
細工など，子どもが小さい頃から，あるいは
歴史的にも慣れ親しんできた木工玩具の形
態をとった．これらをマグニチュード推定法
と組み合わせた効果として，子どもは玩具で
遊ぶような感覚で，ストレスを感じることな
く扱え，心理量を評価できた．	 
重さを用いたツールにおいて，入院患児から
どの段階を選んでいるか看護師に知られな
いことがとても嬉しかったという回答があ
ったように，評価されているというストレス
を軽減するためのデザインの重要性も明ら
かにできた．	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
これを受け，ツールの精度を高め，実際の小
児を対象とした実験により適応年齢を明ら
かにした．重さ（球と立方体）に置き換えて
評価できるツールの適応年齢は，６，７歳か
らである．カタチからのイメージが形成され
ていない時の場合は，どちらを用いもよい．
面積（正方形と正円）に置き換えて評価でき
るツールの適応年齢は，４，５歳からである．
容積に置き換えて評価できるツールの適応
年齢は，比率の概念が理解できる 9歳前後か
らである．長さに置き換えて評価できるツー
ルの適応年齢は，４歳前後からである．	 
心理変化量を評価するツールの開発は，医療
現場から感覚変化量を評価するツールの開
発の要望となって表れてきた．なぜなら痛み
など感覚量のレベルが心理変化量に直結し
ているため，感覚変化量を評価することは心
理変化量を評価することになるためである．
そこで，要望のあった，痛み，強張り，痒み
のレベルを評価できるツールを開発するこ



 

 

ととした．それぞれの症状への原因及び種類
を基にプロトタイプを複数制作し，より実用
化として有効なものを検討した．痛みは，球
体をベースとして凸の大きさで痛みのレベ
ルを 7段階で評価することができるものを開
発した．有効性を検証するために，被験者に
痛みの経験を５つ挙げてもらい，10 段階の数
値評価法と本ツールの両方で評価し検証を
行った．こわばりの評価ツールは，人の指を
イメージし，その曲がり具合でレベルを表し
たものを開発した．痒みの評価ツールは，半
球体の内側にある凹凸の数でレベルを表す
ものを開発した．直接的な痒みに加えて体の
内側からの痒みを連想させ評価できるよう
に半球体を伏せると半透明で内側の凹凸が
見えるようにした．	 
それぞれのツールは，成人を対象とした実験
で既存の評価法と同等レベルに使えること
を示した．また，小児専門看護師，小児看護
学の専門家，病棟保育士らによる専門会議に
おいては，既存の評価方法である数値や別の
ものに置き換えて評価する必要がなく，直感
的にかつ遊び感覚で使用できる点が大きい
という評価を得た．	 	 	 	 	 
一方，負のイメージ心理変化量を定量的に評
価できるツールをさらに発展させた．それは，
感情表現・評価ツールの開発である．人の身
体動作が重要な心を表現することに着目し，
頭，胴体，大腿，下腿を板状として各関節を
持たせ，人のイメージ心理を表現できるツー
ルである．各パーツの長さは人体と同じ比率
を有し，例えばどれだけ落ち込んでいるかを
各関節を曲げて身体動作として表現すると
各角度から落ち込み度を数値化できるツー
ルである．落ち込みだけではなく，楽しさな
ど様々な感情表現が可能である．本ツールと
既存の 5段階評価を比較した実験では，落ち
込んだ理由やその時の気持ちを話してくれ
ながら操作するため，単なる落ち込み度のレ
ベルを評価するだけではなく心の内までを
知ることができるコミュニケーション・ツー
ルとしての効果が高いことを示した．	 
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